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よ
ろ
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く
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お
願
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い
た
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ま
す

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
に

な
り
初
の
新
年
を
健
や
か
で
良
き
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
自
動
車
関
連

企
業
の
下
請
け
事
業
を
取
り
入
れ
て
、

安
芸
高
田
市
内
各
町
に
順
次
作
業
所
を

開
設
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
四

月
一
日
安
芸
高
田
市
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
安
芸
高
田
市
向
原
支
所
の
一
階
に

作
業
所
を
開
設
で
き
た
こ
と
で
六
町
を

カ
バ
ー
で
き
る
作
業
所
体
制
が
整
い
稼

働
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
引
き
続
き
会
員
の
募
集
を
し
増
強

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

派
遣
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
着
実
に
増
加
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
昨
年
十
月
一
日

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
空
き
家
管
理
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
は
、
安
芸
高
田
市
様
と

十
一
月
一
日
「
空
き
家
の
適
切
な
管
理

の
促
進
に
関
す
る
協
定
」の
締
結
を
し
、

安
芸
高
田
市
の
「
空
き
家
の
適
切
な
管

理
」
業
務
に
協
力
し
、
空
き
家
所
有
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
で
地
元
地
域

社
会
に
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

従
来
の
請
負
事
業
と
も
に
、
シ
ル
バ

ー
事
業
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
に
「
安
全

は
全
て
に
優
先
す
る
」
を
提
唱
し
、
会

員
・
役
職
員
が
一
致
協
力
し
、
事
業
を

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
安
芸
高
田
市
内
各
企
業
様
に

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨

を
十
分
ご
理
解
頂
き
、
賛
助
会
員
に

五
十
社
の
加
入
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
法

令
を
遵
守
し
、
安
全
を
第
一
に
広
く
市

民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
役
職
員

一
丸
と
な
り
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。更
な
る
発
展
が
で
き
ま
す
よ
う
、

暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
が
ご
健
勝
で
ご
多
幸

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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年
頭
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

公
益
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
・
役
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で
希

望
に
満
ち
た
令
和
二
年
の
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
時
代

は
変
わ
っ
て
も
、「
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
」
は
、
変
わ
る
こ
と
の
な

い
夢
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢

年
頭
の
ご
挨
拶
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人 

安
芸
高
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
よ
き
新
春
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
、
益
々
、
市
民
の
皆
様
か
ら
親
し

ま
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
展
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
理
事
長
様
を
は

じ
め
、
関
係
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
賜

と
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共

助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
就
業
を
通

じ
て
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
、

地
域
社
会
の
活
性
化
並
び
に
支
え
手
と

し
て
、
多
大
な
る
貢
献
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
会
員

の
皆
様
が
長
年
培
わ
れ
た
豊
か
な
経

験
・
技
術
・
知
恵
を
積
極
的
に
活
か
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
精
一
杯
ご
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
本
年
も
、
健
康
に
は
十
分
ご
留
意

さ
れ
、
本
市
の
活
性
化
の
一
助
と
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
安
芸
高
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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化
が
急
速
に
進
む
今
日
に
お
い
て
、
高

齢
者
が
生
涯
現
役
と
し
て
多
様
な
形
で

社
会
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
基
本
理
念
の
下
、
就
業
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者

の
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
健

康
維
持
や
社
会
参
加
に
大
い
に
寄
与
さ

れ
る
と
と
も
に
、地
域
社
会
の
活
性
化
、

福
祉
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
支
え
る
中
核
的
な
組

織
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
担
う
役
割
は
一
層
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し

て
、
よ
り
一
層
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
福

祉
の
さ
ら
な
る
向
上
と
地
域
社
会
の
活

性
化
に
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶
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空き家管理事業をスタートしました

　令和元年11月1日に安芸高田市
と「空き家の適切な管理の促進に
関する協定」を締結しました。
　この協定は、安芸高田市と当シ
ルバーが相互に連携・協力し、市
内の空き家が放置され管理不全な
状態になることの防止を目的とし
ています。
　会員の知識と経験を生かして、
空き家所有者のニーズに応えるこ
とで、安全で安心な地域づくりに
役立ちたいと考えています。

① 目視による破損等の確認…屋根・外
壁・外窓・雨どい等に異常がないか
点検

② 植木・雑草の繁茂の状態…剪定・除
草等の必要があるか庭の状況確認

③ その他…ポスト内の確認
④ 報告書作成…写真付き報告書の作成
⑤	通風・換気…窓・押し入れ・収納の
開放、屋内の状態確認

各地域での空き家管理就業会員を募集しています。
詳しくは事務局までご連絡ください。

●「空き家の適切な管理の促進に関する協定」の締結

●業務内容

内　　　　容 利用料金（税込） 配分金
現状確認①～④
　　　作業時間　1時間/2人 2,800円 2,545円

現状確認+通風・換気①～⑤
　　　作業時間　2時間/2人 5,200円 4,727円

料金一覧
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　立川園芸　立川　諭氏を講師に招き、土師ダ
ムはじ丸館 2階ホールで、庭木の病気と害虫に
ついてご指導いただきました。

　ドコモショップ安芸高田店様を講師に招き、
スマートフォンのアプリの使い方についてご指
導いただきました。

令和元年11月１日（金） 会員37名 一般９名令和元年11月28日（木） 会員19名 職員１名

剪定講習会スマホ教室

 八千代町総括地域委員　青原　省三
　去る10月31日（木）、八千代町地域の親睦事業
であるグラウンドゴルフ大会と親睦会を八千代町の
土師ダムグラウンドゴルフ場並びに同サイクリング

ターミナル「さくら亭」で開催しました。参加者は18名でした。
　当日は、天候もすがすがしい秋晴れで、午前10時のグラウンドゴルフ大会の開会式から
始まり、石原運営委員長の「ピィー」という笛の音を合図に、各チームはプレイを開始しま
した。
　スタートホールから３ホールまでは、緊張も手伝って静かなプレイが続いていましたが、
その後ホールでは、「歓声や溜め息」が上がり、それぞれのチームが盛り上がって楽しい雰
囲気の中、前半のプレイは終了しました。
　後半は休憩所（東屋）で30分ほどお茶タイムをとり、前半より「高み」を目指してプレ
イされた結果、ホールインワンも３回あり、優勝スコアは45打でした。
　グラウンドゴルフ終了後、午後1時からは場所をレストラン「さくら亭」
に移動し親睦会を開催しました。
　乾杯の音頭を皮切りに、美味しい料理に舌鼓を打ち、グラウンドゴル
フ講談やお互いの近況など、飲み放題の２時間が終了するまで歓談が続
き、充分に交流が図られた一日となりました。
　こうした地域事業は、会員相互の絆を強め、会員が連携して事業・就
業にあたる活力を育む良き機会であることから、今後もより多くの参加
を募り、継続したいと思います。

　互助会活動とは、仕事の付き合いのみだけでなく、余暇の有効活用と会員同士の交友を広
げるため、グラウンド・ゴルフ大会や親睦会などを行っています。
　センターでは、会員のみなさまに参加していただき、シルバー人材センターを楽しんでい
ただきたいと考えています。
　今回は八千代町地域での活動を紹介します。

互助会活動

みんなで楽しんだ親睦事業
 「グラウンドゴルフ大会・親睦会」
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 「シルバーの日」ボランティア活動
　  たくさんの方がボランティア活動に参加され、学校 関係者、地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。

吉田町 令和元年10月19日　元就墓所・郡山公園周辺　清掃・ゴミ拾い　27名

甲田町 令和元年10月26日　甲田小学校　剪定・草刈り・草取り　32名

八千代町 令和元年11月９日　八千代小学校　剪定・草刈り・草取り　27名

参加された皆様　ご協力 ありがとうございました
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 「シルバーの日」ボランティア活動
　  たくさんの方がボランティア活動に参加され、学校 関係者、地域の皆様から感謝の言葉をいただきました。

令和元年10月20日　美土里中学校　剪定・草刈り・清掃　17名

高宮町 令和元年10月５日　高美園　剪定・草刈り・草取り　12名

美土里町

令和元年10月12日　やすらぎ　剪定・草刈り・清掃　24名

参加された皆様　ご協力 ありがとうございました

向原町



�　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
お
元
気
で
令
和
二
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
自
然
災
害
の
怖
さ
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
災
害
が

無
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
シ
ル
バ
ー
の
総
会
出
席
数
の
増

員
を
図
る
た
め
、
み
な
さ
ん
で
創
意
工
夫
し

た
総
会
を
開
催
し
、
全
会
員
の
出
席
が
実
現

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
、
今
年
も
安
全
就
業
で

元
気
に
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会員数（令和元年12月1日現在）

会員数
地区 男性 女性 合計 前年

同期

吉　田 56 27 83 86
甲　田 50 40 90 89
八千代 40 16 56 50
美土里 25 10 35 35
高　宮 28 7 35 38
向　原 34 15 49 40
合　計 233 115 348 338

八
千
代
町　

本
田　

尚
文 

様
（
十
一
月
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

（単位：人）
お

悔

や

み

賛助会員のご紹介
（有）安芸サポート企画
（福）安芸高田市社会福祉協議会
安芸高田市商工会
（有）アートモータース
イマムラ商会
（株）大前醤油本店
（株）オキタ石油
（株）カプリエンタープライズ
川根柚子協同組合
共栄電工
ゲイビ車輌（株）
（有）甲立タクシー
（協組）甲田ショッピングセンター
（株）甲田自動車
（有）ことざき
サイクルショップ　ユキタケ
坂本重工（株）吉田工場

（有）シンセイ
シンセイアート（株）
（有）しんたく自動車
（株）住吉
セブンイレブン高田原店
総合広告オカノ
大信産業（株）緑化部	広島営業所
（有）高田オート
（有）タカタトラベルサービス
たかみや湯の森運営協会
立川園芸
中国新聞　甲立販売所
（有）トップス・カンパニー
なかがわ石材店
なかむら寿司店
（有）仁井モータース
西岩うずき

（株）ハマイ物産
広島北部農業協同組合
（株）広島リネンサプライ
（株）藤本工業
（株）フリーエム
（株）ホワイト舎
まつもと園芸サービス
（株）マルシン
（有）道奥装飾
（株）モルテンスタンピング
八千代カントリークラブ
（有）脇地石油店	 （五十音順）
	 団体46社　　個人5名

令和元年12月1日現在

※賛助会員とは、センターの事業運営にご理解をいただき、活動や運営をご支援くださっている法人・
個人の皆様です。

年
始
の
お
知
ら
せ

	　

１
月
６
日（
月
）か
ら
事
務
所

で
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

ご協力ありがとうございます。
生きがいと誇りをもって地域に貢献
できるよう頑張っていきます。

編

集

後

記
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令和２（2020）年１月１日

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
配
分

金
収
入
は
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
な

り
ま
す
。

　

雑
所
得
の
計
算
で
は
、
収
入
金
額

－
必
要
経
費
＝
所
得
金
額
と
な
り
ま

す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

配
分
金
は
租
税
特
別
措
置
法
に
よ

り
、
最
高
65
万
円
の
必
要
経
費
を
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し

給
与
収
入
や
事
業
収
入
が
あ
る
場
合

は
こ
れ
ら
の
必
要
経
費
も
合
わ
せ
て

65
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
税
務
署
や
市
役
所
税
務
課
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
令
和
元
年
中
に
就
業
さ
れ
た
方
に

は
「
配
分
金
支
払
証
明
書
」
ま
た
、

派
遣
会
員
の
方
に
は「
源
泉
徴
収
票
」

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
告
時

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
つ
い
て

確定申告期間
令和２年２月17日㈪
� ～３月16日㈪


